
ワ
サ
l

ワ
シ

切
と
す
。
』
と
記
す
る
。
そ
の
内
河
合
町
は
今
本
町
・

大
町
ハ
も
と
笈
町
〉
・
河
附
出
・
間
管
町
・
出
川
・
中

m

町
・新
聞
町
・馬
場
出
・馬
場
附
・長
山
・開山浦
、
以
京
町

は
稲
荷
町
・上
町
・
仲
間
・
河
原
町
・
杭
問
・
部
川
・下

町
・
新
町
・
石
浦
町
・
今
岡
・
山
崎
出
(
輪
島
断
町
飛

地〉
、
輪
島
附
問
は
守
新
川
・宮
町
・中
川
臨
す
に
小
分

し
て
邸
る
。
例
し
こ
れ
与
は
俗
抑
制
で
、
公
に
は
峨
凶

王
町
に
澗
術
川
・上
町
・
下
町・
胤
}市川町
・
石
油
川
・立

金
凹
の
匹
釣
が
あ
る
詐
り
で
あ
る
。

ワ
ジ
マ
ア
マ

鈴
島
海
士

悶
来
初
大
医
庄
に
印

す
る
部
稿
。
こ
の
押
印
務
は
緋
川
鞍
有
せ
ぬ
か
ら
、
務

致
時
代
に
-
れ
と
も
町
と
も
言
は
ず
、
却
に
愉
お
お
士

と
帯
し
て
尉
た
。
今
は
給
烏
に
邸
す
る
。

ワ
ジ
マ
ガ
ハ

鎗
島
川

以
禁
制
木
駅
院
に
訴
を

裂
し
、
間
流
市
坂
を
級
、北
枕
し
て
波
A
A
H

に
来
る
時
、

松
陪
谷
・帆
円
谷
の
抑
関
税
所
合
は
せ
、純
一
野
砕
い過
ぎ
、
制

谷
に
京
っ
て
東
方
よ
り
来
る
猿
谷
、
及
び
長
尾
谷
よ

り
来
る

一
総
統
守
容
れ
、
川
尻
に
主
っ
て
東
方
よ
り

柳
町
谷
、
聞
方
よ
り
北
谷
の
水
也
管
受
け
、
山
岸
よ
り

西
北
に
前
れ
て
給
お
に
来
る
。
こ
の
川
上
流
で
は
熊

野
川
、
下
流
で
は
川
尻
川
と
い
ひ
、
惣
抑
制
し
て
河
原

閉
川
と
も
い
ふ
。
次
い
で
輪
山
仰
の
雨
仰
に
於
い
て
除

去
川
と
併
し
、
そ
の
下
前
は
輪
島
川
と
な
っ
て
的
に

注
ぐ
。
統
制
鴨
凡
ベ
て
二
五
粁
。

ワ
ジ
マ
グ
ミ

輪
島
組
前
倒
利
家
が
医
長
三
年

六
且
廿
六
日

山
地
子
銭
釘
崎
之
折
々
と
あ
る
印
叫

に
、
穴
水
・
南
北
・三
井
・
結
締
況
わ
り
附
、
附
野
上

中
下
・愉
ぬ
組
=
一
わ
り
唱
と
あ
っ
て
、
穴
水
町
市

の
郷

名
と
強
ベ
て
輪
m
同
組
を
械
せ
る
か
ら
、
医
長
の
頃
に

は
一
郷
の
如
く
な
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
と
、
能町一
H

志
徴
は
説
い
て
ゐ
る
。

ワ
ジ
マ
コ
ウ

翁
島
港
臨
草
山
部
輪
H
M

の
お
而
で
、

給
白
州
の

山
腕
と
、
箆
に
そ
の
直
下
な
る

me献
と

『
和
佐
谷
跡
枇
。

山
上
海
和
佐
谷
村
銀
座
。
群
s
和
佐

谷
不
動
↓
白
山
九
郎
小
跡
之
一
社
也
。
』
と
見
え
る
。

.ワ
ザ
ト
ノ
ニ
ツ
キ
・
わ
ざ
と
の
日
記

一
加
。
抽
出

引
政
右
話
。
中
仙
道
を
経
て
江
戸
へ
従
っ
た
時
の
日

記
で
あ
る
が
、
年
紀
は
明
ら
か
で
な
い
。
密
名
は

『
わ
ざ
と
の
日
記
め
き
て
わ
ろ
け
れ
ど
云
々
』
と
起

叙
し
た
に
よ
る
。

ワ
サ
ビ
ダ
Z

山
葵

谷

白

山
賂
添
ロ
号
絡
に
在

る
。
多
〈
山
裂
を
産
す
る
に
よ
っ
て
名
づ
け
る
。
元

政
の
闘
に
は
俄
仰
谷
と
記
J
7
0

制
世
渡
っ
て
少
し
く

上
る
を
山
災
坂
と
名
づ
け
、
山
葵
坂
か
ら
隔
に
あ
る

熊
坂
を
安
女
岩
坂
と
い
ふ
。

ワ
シ
ガ
ダ
ケ

駕
ヶ
緑
風
至
郡
谷
内
に
在
る
山

で
、
隠
滅
八
開
宮
が
銀
座
す
る
。
能
呂
田
誌
に
『

me

械
と
い
ふ
は
抑
訟
の
磁
山
な
れ
ど
、
訪
山
し
き
山
な

り
。
仲
間
古
此
の
地
に
胞
の
忠
一地
位
み
た
り
し
ゃ
.
、
以

来
比
古
制
退
治
し
給
ふ
に
依
て
此
名
あ
り
と
、
同同級

入
栃
の
総
起
等
に
記
せ
り
。
』
と
あ
る
。

ワ
シ
ス
ガ
h
F
キ

建
築
ヶ
部
能
祭
郡
左
醐服
地
内

に
在
る
。
阿
古
武
米
に
治
ぎ
ぬ
が
、
純一仙
の
郎
大
を

以
て
知
ら
れ
る
。

ワ
シ
ソ
ウ
ガ

ダ
ケ

鷲
走
ヶ
岳

W
H
Y

能
柴
山

町山ご

口
の
郎
wm
か
ら
西
方
に
滋
る
山
。
刊
さ
一

O
九

七
米
。
地
質
第
三
紀
倍
。

ワ
ジ
マ

輪
島

民
可
宇
都
の
首
邑
で
、
名
物
輪
島

訟
の
産
地
と
し
て
古
来
名
を
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
税
政

吋
代
に
は
胤
京
町
村
と
問
弁
町
村
と
を
崎
山
仰
と
惣
都

L
、
外
に
輪
島
附
一
朽
と
輪
島
海
士
と
の
四
郎
総
で
あ

っ
た
の
が
、
互
に
膨
眼
密
謝
し
て
今
の
輪
島
町
を
戚

一-し
て
居
る
o
能
号
名
跡
志
に
『
臥
豆
町
は
大
屋
の
庄

に
て
、
川
の
西
に
在
り
て
家
政
三
百
制
俄
あ
り
。
河

升
聞
は
河
原
凶
の
郷
に
在
り
、
川
の
東
な
り
。
家
五

百
粁
依
あ
り
。
聞
に
長
四
十
入
聞
の
栂
あ
り
て
河
の

僻
す
る
長
さ

一
読
O
米
許
の
磁
服
と
に
よ
っ
て
、
商

務
り
の
風
令
越
け
る
こ
と
を
得
た
が
、

一
旦
北
又
は

東
北
の
時
化
に
曾
ふ
時
は
、
池
内
に
於
い
て
す
ら
紡

舶
の
雌
帥
慨
を
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
港
を
古
来

親
の
淡
と
も
い
う
た
の
は
、
古
へ
の
大
屋
庄
に
屈
す

る
か
ら
大
展
抑
慣
が
論
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
大
正
十

一

年
以
泌
総
排
出
の
工
郎
党
起
し
、
略
完
成
し
て
ゐ
る
。

ワ
ジ
マ
ザ
キ

翁
島
崎

限
表
郷
愉
ぬ
の
凶
北
地
、

天
帥
山
斤
肢
の
海
中
に
斗
出
す
る
も
の
を
紬
島
崎
と

い
ひ
、
そ
の
箇
の
畑
山
訴
を
大
陸
庄
輪
応
附
村
と
い
う

た
が
、
今
は
輪
島
の
一

mh7-成
し
て
ゐ
る
。
能
官
名

跡
志
に
、
『崎
島
崎
は
街
地
士
川
の
米
少
し
政
れ
で
あ

り
o
h
a
敏
引
十
川
削
除
あ
り
。
誠
に
此
の
柿
の
附
に
て
、

舶
の
制
あ
り
て
、
V
M
の
山
に
京
中
川
川
明
m
M
あ
り
。
叫
m

m腿
抑
，
附
・刀
耐
・
あ
ふ
ぎ
や
wwと
て
有
て
、
日以
巾

数
百
仰
の
鮒
不
紛
、
繁
日
也
。
』
と
杷
す
る
。

ワ
ジ
マ
ザ
キ
ジ
ン
ジ
ヤ

輪
島
前
神
社

岡崎京
都

始
時
の
う
ち
輪
島
的
に
鎖
座
す
る
。
能
耳
目
名
跡
志
に
、

『
氏
榊
夫
仲
間
宮
な
り
。
耐
主
付
泌
氏
な
り
。
此
宮
に
日

本
始
め
て
問
州
議
る
所
の
山
鍛
あ
り
。
祭
秘
侭
政
九
且

九
日
也
。
一
一
説
付
、
御
柳
体
少
出
品
名
命
の
問
。
』
文
式

内
等
部
枇
杷
に
、『輪
島
断
掛
川
到
。
給
品
附
村
銀
座
。

務
=愉
防
附
天
制
一』
と
あ
る
。

ワ
ジ
マ
ソ
ウ
メ
ン

輪
島
葉
録
的
制
ぬ
監
の
宗
務

付
古
来
名
琵
と
せ
ら
れ
て
、
総
府
へ
の
地
献
に
も
用

ひ
ら
れ
た
。
一
=
…
州
名
物
伎
来
に

『
愉
舟
朱
腕
、
問問山

之
出
毛
針
山
師
制
。
』
狂
歌
日
本
風
土
犯
に
、
『
白
糸
の
如

却
し
つ
L
恩
々
は
か
せ
に
も
か
へ
る
給
品
泉
街
梅

好。
』
と
あ
り
、
白
髪
索
拐
の
外
に
上
中
下
の
裂
務
も

あ
っ
た
。

ワ
ジ
マ
ヌ
リ

鎗
島
塗
邸
主
郡
輸
品
で
製
遺
す

る
漆
四
川
。
日
初
以
来
寺
の
的
が
そ
の
技
を
M
m
へ
た
と

い
ふ
が
、
時
代
は
明
ら
か
で
な
い
。
但
し
室
町
末
期

九
二
四

以
前
に
初
っ
た
こ
と
は
桜
貨
で
あ
る
。
従
業
者
の
散

は
、
務
政
初
期
に
向
十
指
に
滋
た
な
か
っ
た
が
、
俗

文
中
郊
外
小
峰
山
か
ら
地
，
粉
と
都
す
る
土
を
得
、

之
を
部
品
料
の
下
地
に
用
ふ
る
に
及
び
、
初
め
て
他
山

追
随
を
許
さ
ぬ
堅
牢
無
地
の
製
品
を
得
て
次
第
に
盛

況
を
呈
し
た
。
次
い
で
享
保
中
三
設
屋
伊
平
が
松
山
削

よ
り
の
邸
途
、彫
刻
に
努
で
た
る
六
部
を
伴
ひ
来
。
、

提
出
向
し
た
倒
箱
に
投
売
施
さ
し
め
た
が
、
大
工
況
郎

兵
衛
は
之
に
倣
ひ
、
践
を
用
ひ
て
同
校
を
彫
刻
す
る

法
青
山
訳
出
し
、
明
利
の
頃
郎
阪
助
は
史
に
そ
の
剣山叫

に
襟
椛
そ
沈
め
、
金
箔
を
開
聞
加
す
る
法
を
創
め
た
。

沈
金
彫
と
い
ふ
者
是
で
あ
る
。
前
後
文
放
に
は
合
印

の
時
給
附
安
土
口
か
ら
錨
金
の
訟
を
訟
ひ
、
従
竪
仰
を

府
間
抑
し
て
名
産
と
な
る
に
雫
っ
た
。

ワ
ジ
マ

ハ
ツ
ケ
イ

総
島
八
景

臥

↑申司令
部
給
日
附

近
の
奴
肪
を
敏
へ
た
も
の
で
、
七
向
調
廿
帆
・
納
部
古川

脈
・伊
呂
波
橋
背
出
品
・二
翻
川
秋
月
・感
泉
寺
使
節

-m

巣
お
醤
の
外
、
或
は

風
来
山
早
川
田
・
輪
日
旧
民
剛
錦
帆
を

選
び
、戒
は
話
一
以
前
枇
夜
雨
・
瓦
川
社
的
と
も
す
る
。

ワ
ジ
マ
マ
ツ
リ

縞
島
祭

臥
主
制
焔
島
町
の
秩

零
の
酬
脳
部
品
で
、
今
λ
且』
H

三
四
日
が
鼠
縦
訓
枇
、

H

凶
五
日
が
佐
官
制
批
、
サ
五
六
日
が
給
品
前
副
枇
り

附
序
に
行
は
れ
る
。
一
糾
興
の
渡
御
に
は
切
抑
制
又
は
瓜

僚
と
稿
す
る
大
行
田
川
が
供
奉
し
た
り
す
る
。
そ
の
上

廿
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
住
吉
榊
祉
を
中
心
と
し
た

一
得
街
路
に
、
御
知
市
と
務
す
る
大
市
が
放
っ
。
「
崎

山
仰
の
お
さ
い
を
-
一
度
見
た
だ
ら
(
脂
血
〉
か
、
たい、

の

一
度
も
見
ぬ
だ
ら
か
。
』
と
い
ふ
俗
臨
が
あ
る
。

ワ
シ
ヨ
ネ
ン
ピ
ヨ
ウ
シ
ダ
イ
キ

和

書
年
表
次
第

記

一

加
。
古
今
耐
宙
開
柑
の
標
題
と
容
数
と
を
血
中げ
、

そ
の
お
に
杷
紘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
内
容
の
時
代
を
附
記

し
た
も
の
。
元
政
」l
三
年
金
搬
出
林
三
筒
底
況
郎
k

衡
の
縞
額
と
見
ら
れ
る
。


